
書評と紹介

う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
）
。
　
も
・
ブ
少
し
云
い
直
せ

ば
、
最
初
の
四
つ
の
要
因
は
寄
生
地
主
制
の
世
界
史

的
段
階
規
定
の
面
か
ら
す
る
説
明
で
あ
る
し
、
上
か

ら
の
資
本
主
義
は
特
殊
日
本
的
な
資
本
主
義
の
型
の

徳
か
ら
の
説
明
で
あ
る
が
、
そ
の
二
つ
の
説
明
が
充

分
統
一
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
惣
じ
て
更
生
地
主
制
の
二
つ
の
問
題
点
の
う
ち
第

一
の
問
題
に
つ
い
て
は
非
常
に
す
ぐ
れ
た
実
証
を
さ

れ
て
い
る
が
第
二
の
問
題
に
つ
い
て
の
実
証
が
そ
れ

に
く
ら
べ
る
と
弱
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

　
以
上
本
書
に
つ
い
て
の
私
の
疑
問
を
い
く
つ
か
述

べ
て
き
た
が
、
両
氏
の
寄
生
地
主
制
論
の
意
義
を
一

言
に
し
て
い
え
ば
、
多
く
の
欠
陥
を
も
つ
に
も
か
か

わ
ら
ず
寄
生
地
主
制
形
成
期
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
発
展

を
み
と
め
る
立
場
か
ら
の
、
理
論
と
実
証
を
と
も
な

う
一
つ
の
体
系
を
も
つ
た
最
初
の
畢
生
地
主
制
論
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
両
氏
が
今
後
研
究
を
お
し
す
す
め
、
こ
の
立
場
に

立
つ
寄
生
地
主
制
論
を
完
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

つ
つ
私
の
つ
た
な
い
紹
介
と
批
評
を
お
わ
る
こ
と
と

し
た
い
。
（
お
茶
の
水
書
房
発
行
　
定
価
四
五
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
中
村
　
哲
i

山
田
憲
太
郎
著

東
西
香
地
史

　
本
書
は
現
在
我
国
に
於
け
る
東
西
香
薬
量
研
究
の

権
威
者
た
る
山
勘
憲
太
郎
博
士
が
、
こ
れ
ま
で
に
著

わ
さ
れ
た
関
係
諸
論
考
を
消
化
し
、
進
展
さ
せ
て
再

凝
固
せ
ら
れ
た
成
果
に
外
な
ら
な
い
。

　
本
書
の
構
成
は
、
エ
「
緒
論
、
眠
薬
」
工
「
古
代

泰
西
肉
桂
史
」
皿
「
龍
涯
香
史
序
説
」
W
「
明
治
前

日
本
香
料
史
」
の
各
篇
を
以
て
な
さ
れ
て
い
る
が
、

「
以
上
の
各
篇
は
一
見
独
立
し
て
関
連
性
が
無
い
よ

う
で
あ
る
が
、
東
西
両
世
界
の
香
薬
に
対
す
る
歴
史

上
の
根
本
的
な
態
度
を
知
り
、
商
品
と
し
て
存
在
し

た
香
気
の
源
流
を
は
っ
き
り
し
ょ
う
と
す
る
も
の

で
、
そ
こ
に
は
一
貫
し
た
つ
な
が
り
が
あ
る
。
」
　
し

か
し
て
そ
こ
に
取
扱
わ
れ
る
香
薬
は
西
南
ア
ジ
ア
の

乳
香
・
没
薬
。
U
田
げ
鳥
簿
P
匡
露
・
イ
ン
ド
の
胡
椒
・

O
o
ω
ε
ω
。
甘
松
香
・
切
島
Φ
臣
臼
β
・
東
ア
ジ
ア
の
丁

香
・
龍
脳
・
沈
香
・
鵬
香
加
ど
で
あ
っ
て
、
世
界
の

主
要
な
毒
薬
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
網
羅
さ
れ
て
い

る
。
本
書
が
上
掲
の
如
き
数
篇
の
特
殊
な
研
究
論
文

の
合
成
で
あ
り
な
が
ら
、
立
派
に
「
東
西
香
薬
史
」

と
し
て
存
在
価
値
を
も
つ
所
以
で
あ
る
。

　
以
下
、
一
々
の
各
篇
に
つ
い
て
触
れ
て
行
く
こ
と

と
す
る
。

　
先
ず
、
工
、
　
「
緒
論
、
香
薬
扁
で
は
、
歴
史
上
の

香
薬
に
つ
い
て
起
源
よ
り
説
き
起
し
、
そ
の
使
用
に

於
け
る
用
途
（
焚
香
料
・
調
味
料
・
化
粧
料
）
・
意

義
に
つ
い
て
、
従
来
の
考
え
方
を
批
判
反
省
し
、
一

層
そ
の
理
解
を
明
確
に
さ
れ
ん
と
す
る
。
本
篇
の
通

読
に
よ
り
、
史
上
の
香
薬
に
関
す
る
概
略
の
知
見
を

得
、
後
続
各
篇
を
読
む
た
め
の
予
備
知
識
を
与
え
ら

れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
所
で
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
香
々
と
は
「
香
気
と
味

（
刺
激
）
の
い
ず
れ
か
を
主
体
と
し
て
薬
物
上
の
効

能
を
従
と
し
、
三
者
を
兼
ね
る
も
の
」
を
称
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
語
の
用
法
に
つ
い
て
一

言
し
た
い
。
そ
れ
は
身
代
の
中
国
に
於
い
て
官
に
設

　
　
　
　
　
む
　
　
　
ロ

け
ら
れ
た
「
香
薬
庫
」
で
は
、
門
宋
会
誌
言
偏
や
「
宋

史
」
な
ど
に
徴
せ
ら
れ
る
如
く
、
必
ら
ず
し
も
前
記

の
よ
う
な
狭
義
の
香
薬
に
限
ら
ず
、
南
海
よ
り
輸
入

の
犀
象
宝
石
の
類
を
も
取
扱
わ
れ
て
居
り
、
こ
の
場

合
の
「
製
薬
」
は
前
記
の
香
薬
よ
り
も
広
義
に
解
せ

ら
れ
よ
う
。
尤
も
こ
れ
は
特
殊
な
例
で
あ
る
が
、
こ

の
場
合
に
於
い
て
も
、
か
か
る
広
義
に
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
よ
り
、
逆
に
、
香
薬
が
当
時
の
南
海
貿
易

に
於
い
て
い
か
に
圧
倒
的
地
位
を
占
め
て
い
た
か
を
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示
す
貴
重
な
史
料
と
な
し
得
よ
う
。

　
韮
、
　
「
古
代
泰
西
肉
桂
史
」
で
考
察
の
対
象
と
な

る
肉
桂
と
は
、
　
「
イ
ン
ド
本
土
及
び
そ
れ
以
東
の
セ

イ
ロ
ン
。
ゼ
ル
マ
。
マ
レ
イ
諸
島
。
イ
ン
ド
シ
ナ

半
島
。
中
国
と
日
本
の
南
部
な
ど
に
亘
っ
て
広
く
生

育
す
る
樟
科
系
の
種
々
の
肉
桂
樹
の
樹
皮
と
小
枝
を

（
或
い
は
根
と
花
。
果
実
。
葉
な
ど
を
）
乾
燥
し
た
も

の
及
び
樹
皮
と
枝
葉
を
水
蒸
気
蒸
溜
し
た
精
油
で
、

（
中
略
）
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
古
代
よ
り
使
用
し
た
主

要
な
香
薬
で
あ
る
。
」
　
本
篇
で
は
そ
の
肉
桂
の
古
代

オ
リ
エ
ン
ト
・
ギ
リ
シ
ャ
。
ロ
ー
マ
へ
の
伝
播
に
つ

い
て
、
並
び
に
其
処
で
の
香
薬
使
用
全
体
の
実
際
の

姿
を
肉
桂
を
通
じ
て
解
釈
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
国
興
。
儲
。
貯
ω
・
頃
貯
σ
q
・
ω
零
曽
げ
。
な
ど

古
代
泰
西
の
諸
記
録
の
記
載
と
イ
ン
ド
及
び
東
ア
ジ

ア
に
於
け
る
肉
桂
と
の
関
連
的
考
察
及
び
当
時
西
方

世
界
へ
の
香
跡
供
給
地
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め

た
ア
ラ
ビ
ヤ
南
部
紅
海
入
口
地
帯
に
於
け
る
古
代
民

族
の
商
業
性
と
そ
の
限
界
の
究
明
が
主
眼
と
な
っ
て

い
る
。

　
本
篇
は
本
書
の
忘
．
ω
Q
。
ム
○
。
Q
。
に
亘
る
長
篇
の
故

に
、
そ
の
内
容
を
里
言
に
尽
す
こ
と
は
至
難
で
、
次

に
そ
の
目
次
を
掲
げ
て
参
考
に
資
し
た
い
と
思
う
。

第
一
章
「
ア
ラ
ビ
ヤ
の
肉
桂
」
、
　
e
古
代
ギ
リ
シ
ャ

の
シ
ソ
ナ
モ
ソ
と
カ
ヅ
シ
ャ
、
⇔
ア
ラ
ビ
ヤ
の
サ
バ

人
の
肉
桂
と
東
西
の
交
通
、
⇔
シ
ン
ナ
モ
ン
と
カ
ッ

シ
ャ
の
語
源
・
類
似
品
と
用
途
、
第
二
章
「
東
ア
ジ

ア
の
肉
桂
」
、
　
e
主
要
肉
桂
の
分
布
と
イ
ン
ド
に
お

け
る
使
用
年
代
と
言
葉
、
⇔
セ
イ
ロ
ン
肉
桂
は
中
世

の
末
に
現
わ
れ
る
、
⇔
マ
レ
イ
肉
桂
（
カ
ユ
・
マ
ニ

ス
）
と
シ
ナ
肉
桂
（
ダ
ル
。
チ
ニ
）
、
第
三
章
「
東

ア
フ
リ
カ
の
肉
桂
」
、
　
O
ソ
マ
リ
ー
ラ
ソ
ド
の
肉
桂

地
帯
、
⇔
ブ
ン
ト
の
肉
桂
。

　
な
お
、
ダ
ル
瀞
チ
ニ
（
α
賢
午
。
ぼ
鉱
）
に
関
す
る
中

國
類
癌
の
一
と
し
て
、
筆
着
の
被
下
し
た
一
記
事
を

紹
介
し
た
い
。
そ
れ
は
「
島
夷
誌
略
」
波
新
離
（
し
。
ギ

珍
9
）
の
条
に
貿
易
之
貨
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る

「
達
刺
斯
離
香
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
藤
田

豊
八
博
土
は
「
達
刺
出
離
不
知
何
香
」
　
（
島
夷
誌
略

校
注
）
と
云
わ
れ
、
本
書
の
著
者
山
田
博
士
も
前
著

「
東
亜
香
料
史
」
で
「
島
夷
誌
略
」
に
シ
ナ
肉
桂
は

勿
論
、
イ
ン
ド
・
南
洋
の
肉
機
に
就
て
す
ら
言
及
せ

ず
と
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
渚
は
こ
こ
に
見
え
た
「
達

刺
下
図
」
を
ダ
ル
。
チ
ニ
の
対
音
で
あ
ろ
う
と
考
え

た
い
。
そ
の
内
容
は
、
シ
ナ
肉
桂
で
は
な
く
、
や
は

り
イ
ン
ド
産
か
或
い
は
東
南
ア
ジ
ア
の
肉
桂
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
皿
、
「
龍
誕
香
史
序
説
」
は
、
こ
れ
ま
た
先
篇
と

同
様
、
か
な
り
の
長
篇
で
づ
口
・
お
り
I
Q
。
旨
に
亘
っ
て

い
る
。
そ
の
記
述
は
第
一
章
「
龍
七
月
の
根
源
」
、

e
ア
ム
パ
ー
グ
リ
ス
と
再
誕
香
、
⇔
ア
ラ
ビ
ヤ
人
と

ア
ム
バ
ー
、
第
二
章
「
龍
涯
香
の
伝
播
」
、
e
龍
誕
香

の
中
国
到
来
、
⇔
龍
涯
峻
、
⇔
ア
ム
バ
ー
の
転
送
、

の
順
で
な
さ
れ
て
い
る
が
、
約
言
す
れ
ば
次
の
如
く

云
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
七
世
紀
以
後
の
ア
ラ
ビ
ヤ

人
に
よ
る
イ
ン
ド
洋
発
展
に
よ
り
、
東
西
両
三
に
知

ら
れ
た
龍
涯
香
に
つ
い
て
、
そ
の
東
方
中
国
と
の
関

係
を
中
国
側
史
料
と
の
対
比
に
よ
っ
て
考
察
し
、
中

国
に
於
け
る
龍
王
香
の
用
途
は
、
主
と
し
て
焚
香
料

の
調
合
混
和
保
香
剤
と
し
て
の
み
認
め
ら
れ
る
と
さ

れ
る
。
更
に
、
龍
涯
香
と
い
h
）
一
つ
の
特
殊
商
品
の

伝
播
経
路
を
追
求
す
る
こ
臼
と
に
よ
り
、
当
時
の
イ
ン

ド
洋
通
商
の
一
面
を
実
証
し
よ
う
と
さ
れ
る
。
こ
の

間
、
香
薬
の
東
西
伝
播
交
流
の
研
究
に
中
国
側
史
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

の
重
要
な
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
、
従
来
欧
米
に
於
け

る
三
三
史
研
究
が
多
く
西
方
史
料
に
偏
し
、
従
っ
て

そ
の
西
漸
の
み
が
論
究
さ
れ
、
中
国
へ
の
伝
播
が
考

察
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
の
を
是
正
し
よ
う
と

さ
れ
て
い
る
。

　
本
－
篇
で
特
に
留
意
さ
れ
る
の
は
次
の
諸
点
で
あ
ろ

う
か
。
ω
以
前
、
著
者
が
阿
末
香
の
名
が
「
南
陽
雑

姐
」
以
外
に
中
国
は
勿
論
日
本
の
史
料
に
も
見
え
な
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窯瓢評と糸召グ計

い
か
ら
、
そ
れ
を
ア
ム
バ
ー
と
同
一
視
す
る
こ
と
は

不
当
で
あ
る
と
解
し
て
い
た
の
を
、
本
書
で
は
岡
本

良
’
知
馬
説
に
従
い
、
こ
れ
を
ア
ム
バ
ー
と
田
徐
な
し
、

前
説
を
撤
回
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
②
質
耽
の
道
鑑
記

に
冤
え
る
「
～
二
三
」
に
つ
い
て
、
藤
田
博
土
の
セ
イ

ロ
ン
説
に
反
対
し
、
こ
れ
を
N
き
N
地
方
に
比
定
さ

れ
よ
う
と
す
る
。
た
だ
こ
の
場
合
、
地
理
的
に
は
と

も
か
く
、
著
者
膚
身
も
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
三
戸
…

と
い
う
字
音
に
適
合
す
る
地
名
が
見
出
せ
な
い
難
点

が
残
る
。
㈲
「
嶺
外
代
答
」
「
諸
蕃
志
」
な
ど
の
「
麻

幡
抜
」
に
つ
い
℃
、
缶
彗
ぜ
國
。
鼻
げ
竃
両
氏
が

団
伊
q
ぽ
曽
臼
弾
暮
沿
岸
の
竃
①
8
び
9
で
諺
α
①
け
を
も

含
む
地
帯
と
解
し
た
の
に
対
し
、
藤
田
博
士
が
こ
の

説
に
疑
問
を
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
著
者
は
国
冒
警
”

カ
o
o
匿
げ
皆
両
氏
の
説
に
賛
成
さ
．
れ
る
。
㈲
こ
の
外
、

著
者
は
龍
の
何
々
と
称
す
る
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
南

方
系
に
属
す
る
珍
物
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
b
鰍
に
見
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
中
国
の

古
典
、
例
え
ば
「
周
易
」
（
巻
十
八
説
島
伝
）
で
は
震

為
雷
。
為
龍
。
と
あ
り
、
そ
の
震
に
つ
い
て
万
物
出

乎
震
。
震
東
方
也
。
と
見
え
る
所
か
ら
す
れ
ば
、
中

岡
で
は
耀
は
東
方
に
関
連
づ
け
ら
れ
、
必
ら
ず
し
も

南
方
で
は
な
い
。
更
に
卑
近
な
例
で
は
、
甲
骨
が
龍

骨
と
称
さ
れ
て
売
買
さ
れ
た
が
、
こ
の
場
合
も
別
に

南
方
と
特
殊
な
関
連
は
認
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

南
方
系
の
珍
物
を
龍
に
関
係
づ
け
て
命
名
し
た
の

は
、
恐
ら
く
南
海
よ
り
渡
来
の
商
品
は
中
国
本
土
よ

り
見
れ
ば
珍
奇
な
も
の
、
神
秘
的
な
も
の
が
多
い
で

あ
ろ
う
し
、
更
に
重
要
な
の
は
、
か
か
る
珍
異
な
一

心
の
価
格
引
上
げ
の
た
め
に
も
龍
に
関
連
づ
け
る
こ

と
が
　
層
効
果
が
あ
っ
た
た
め
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
W
、
　
「
明
治
前
日
本
立
点
頭
」
　
（
つ
づ
博
ω
お
ム
唱
）

　
本
篇
は
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
黒
門
各
品
の
源
流
史

で
は
な
く
、
あ
る
民
族
或
い
は
国
土
よ
り
見
た
香
薬

．
史
と
↓
て
の
試
論
で
あ
る
。

　
第
一
章
「
仏
教
の
匂
い
」
、
第
二
章
「
趣
味
の
匂

い
」
、
第
三
章
「
増
す
な
わ
ち
沈
」
、
第
四
章
「
樟
脳

の
製
造
と
耀
招
電
」
、
第
五
章
「
現
代
の
香
料
へ
」

の
構
成
か
ら
、
大
約
本
篇
の
内
容
は
想
像
さ
れ
よ
う

が
、
田
本
に
お
け
る
香
薬
の
使
用
は
、
ま
ず
そ
の
伝

来
の
初
期
即
ち
飛
鳥
。
天
平
時
代
の
寺
院
を
中
心
と

し
て
発
展
し
た
焼
香
供
養
に
始
ま
っ
て
い
る
。
次
い

で
平
安
時
代
に
至
る
と
焼
香
供
養
の
盛
行
と
共
に
、

王
朝
宮
廷
人
の
趣
味
の
蕪
物
（
ね
り
香
）
が
楽
ま
れ

た
。
鎌
倉
・
室
町
時
代
に
は
、
多
彩
な
一
面
を
も
つ
薫

物
の
匂
い
か
ら
、
平
易
で
単
紬
な
沈
香
木
に
内
在
す

る
香
気
の
美
し
さ
を
探
し
求
め
る
様
に
な
っ
た
が
、

平
凡
な
申
に
非
凡
な
も
の
の
存
在
を
発
見
し
た
こ
と

で
あ
り
、
　
「
心
的
経
験
の
幽
玄
な
思
惟
の
助
長
に
ま

で
高
め
ら
れ
」
香
薬
使
用
に
於
け
る
一
進
歩
を
示
し

た
も
の
と
云
え
よ
う
。
唐
南
蛮
朱
印
船
時
代
に
は
、

所
謂
六
国
（
伽
剛
維
・
㎜
維
蘭
国
・
｛
具
那
賀
。
脚
具
車
巨
船
・
寸

門
多
羅
・
佐
曾
羅
）
と
五
味
（
甘
・
苦
・
辛
・
酸
。

戯
）
　
の
成
立
が
見
ら
れ
、
　
こ
こ
に
香
道
は
大
成
し

た
。
次
い
で
、
こ
れ
ま
で
僧
侶
∵
費
族
。
武
士
と
一

部
の
階
級
の
独
占
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
香
料
が
、

漸
次
都
市
庶
民
の
生
活
の
対
象
と
な
る
に
至
っ
た

が
、
そ
の
使
用
と
発
展
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
　
「
か

く
て
、
匂
い
窪
体
を
白
日
の
中
に
と
け
込
ん
だ
姿
で

楽
し
み
識
別
し
、
或
い
は
観
察
し
よ
う
と
す
る
考
え

方
と
態
度
に
は
、
香
料
と
人
間
と
の
対
立
意
識
に
立

っ
て
こ
の
対
立
を
人
間
に
よ
っ
て
寛
服
し
よ
う
と
す

る
考
え
方
は
生
れ
る
こ
と
な
く
、
香
料
を
使
用
す
る

技
術
と
方
法
は
あ
る
一
定
の
限
界
以
上
に
は
進
歩
し

な
い
。
」
　
従
っ
て
、
西
洋
の
新
し
い
精
油
を
中
心
と

し
た
香
料
の
伝
播
に
伴
い
、
従
来
の
我
国
で
使
用
し

た
香
料
は
過
去
の
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
～

こ
れ
が
昔
の
香
料
の
辿
る
道
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
は
本
篇
の
全
く
の
素
描
に
過
ぎ
な
い
。
し
か

し
こ
こ
に
も
亦
、
随
所
に
重
要
な
問
題
が
提
出
さ
れ

て
い
る
。
今
そ
の
内
の
二
。
三
に
つ
い
て
言
及
し
た

い
。
ω
ま
ず
、
伽
羅
と
奇
楠
香
と
の
語
に
つ
い
て
、
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杉
本
直
治
郎
博
士
の
説
（
同
博
士
「
東
南
ア
ジ
ア
史

研
究
工
」
二
七
九
頁
以
下
参
照
）
に
異
論
を
唱
え
ら

れ
て
い
る
。
著
者
山
田
博
士
の
考
え
は
、
梵
語
の
黒

（
惹
芭
と
い
う
語
は
古
く
よ
り
南
方
一
帯
に
広
ま
っ

て
い
る
か
ら
、
優
良
な
黒
色
沈
香
を
求
め
る
よ
う
に

な
っ
た
宋
元
時
代
の
中
国
人
が
イ
ン
ド
シ
ナ
の
チ
ャ

ム
パ
（
○
ぴ
9
日
冒
）
地
方
の
住
民
に
そ
れ
が
何
で
あ
る

か
を
尋
ね
た
と
き
、
彼
等
土
罠
が
単
に
黒
い
こ
と
か

ら
カ
ラ
と
云
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
往
来
す
る
中
国
人

も
囚
鶏
p
ヨ
σ
p
貯
（
黒
い
木
）
と
称
す
る
よ
う
に
な
り
、

．
こ
の
特
殊
な
沈
香
木
に
対
す
る
中
国
人
の
要
求
が
高

ま
っ
た
の
で
、
土
民
は
そ
の
採
集
に
努
め
キ
ナ
ム
と

い
う
変
化
語
ま
で
彼
等
の
間
に
生
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
両

博
士
の
説
は
と
も
に
決
定
的
史
料
に
欠
け
、
今
尚
研

究
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。
②
次

に
、
著
者
は
「
歴
代
宝
鑑
」
の
巡
達
を
ス
ソ
ダ
と
せ

ず
、
イ
ン
ド
シ
ナ
北
部
の
順
化
、
広
義
に
は
順
化
省

に
比
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
諸
種
の
面
か
ら
考
え
て

や
は
り
ス
ン
ダ
（
ω
億
繋
馬
）
に
当
て
る
べ
き
で
は
な

か
ろ
う
か
。
③
な
お
、
　
「
蔭
涼
鰐
日
録
」
延
徳
二
年

　
（
一
四
九
〇
）
十
月
五
日
の
条
に
「
沈
香
事
者
自
百

済
点
出
者
也
。
自
百
済
煮
干
琉
球
厨
。
自
琉
球
而
大

唐
高
麗
日
本
江
渡
之
者
也
。
　
日
本
ヨ
リ
渡
高
麗
者
沈

香
。
胡
桝
。
丁
子
。
以
此
三
物
。
持
以
沽
之
者
也
。
」

と
見
え
る
記
事
の
内
、
沈
香
の
原
産
地
と
し
て
記
さ

れ
て
い
る
百
済
楽
に
つ
い
て
、
著
者
は
不
明
と
さ
れ

て
い
る
が
、
尚
、
南
海
の
某
地
に
違
い
な
く
、
　
「
蔭

涼
軒
日
録
」
の
作
者
の
不
正
確
な
歴
史
地
理
的
知
識

の
た
め
に
、
か
つ
て
我
国
に
最
初
に
仏
教
を
中
心
と

し
て
種
々
の
文
物
を
伝
え
た
朝
鮮
の
百
済
の
名
を
漠

然
と
借
用
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
と
も
申
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
寒
紅
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
い
ず
れ
も

不
明
と
さ
れ
具
体
的
に
比
定
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
よ

う
で
あ
る
が
、
筆
者
は
次
の
よ
う
に
考
え
た
い
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
百
済
国
は
山
田
博
士
も
云
わ
れ
る
如

く
爾
海
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
一
方
そ
の
音

韻
は
頃
d
O
＞
殉
〉
と
な
ろ
う
。
し
か
し
て
南
海
に
関

係
づ
け
ら
れ
る
地
名
で
か
か
る
音
に
最
も
近
い
の
は

「
新
嘗
書
」
の
軍
爪
印
（
山
）
（
℃
臼
o
O
o
p
Ω
o
巴
Φ
）
な

ど
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
「
箆
裾
」
と
同
じ
で
あ
り
、

筆
者
は
結
局
こ
の
「
箆
掩
」
を
以
て
先
の
「
百
済
」

に
当
て
た
い
と
考
え
る
。
当
時
の
王
化
は
広
く
南
海

一
般
を
意
味
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
琉
球
の

対
南
海
交
渉
と
も
内
容
的
に
矛
盾
し
な
い
で
あ
ろ

う
。
恐
ら
く
「
蔭
涼
軒
日
録
」
の
作
者
は
、
音
の
類
似

よ
り
こ
の
山
昆
擶
と
以
前
よ
り
周
知
の
名
称
で
あ
る
百

済
と
を
混
同
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
解
せ
ら
れ
る
。

　
以
上
、
甚
だ
粗
雑
に
し
て
不
充
分
な
が
ら
本
書
の

内
容
を
順
を
追
っ
て
略
述
し
、
か
つ
二
・
三
の
所
感

を
も
述
べ
さ
せ
て
戴
い
た
次
第
で
あ
る
が
、
各
篇
は
、

い
ず
れ
も
著
者
山
田
博
士
の
多
年
の
研
鑛
に
よ
っ
て

生
み
禺
さ
れ
た
得
難
き
名
篇
で
あ
っ
て
、
筆
者
の
如

き
末
餐
の
妄
評
に
よ
っ
て
い
さ
さ
か
も
そ
の
価
値
を

減
ず
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
望
蜀
の
喬
を
許
さ
れ
る

な
ら
ば
、
本
書
に
主
と
し
て
取
扱
わ
れ
た
交
易
の
面

よ
り
、
更
に
進
ん
で
そ
の
土
台
を
な
し
て
い
る
香
料

の
生
産
活
動
、
そ
こ
に
於
け
る
生
産
関
係
な
ど
の
究

明
が
な
さ
れ
て
欲
し
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
従

来
の
斯
界
に
於
け
る
研
究
の
盲
点
と
も
な
っ
て
い

る
。
実
際
そ
の
研
究
は
可
成
り
困
難
な
こ
と
で
あ
ろ

う
が
、
（
筆
者
自
身
を
も
含
め
て
）
・
今
後
の
研
究
課
題

と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
類
書
に
乏
し
い
斯

界
の
研
究
に
あ
っ
て
、
今
次
の
か
か
る
謬
れ
た
本
書

の
出
版
は
実
に
有
意
義
な
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
が

そ
の
任
に
非
ざ
る
を
知
り
つ
つ
も
、
敢
え
て
紹
介
の

筆
を
執
っ
た
所
以
も
亦
そ
こ
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

　
終
り
に
、
著
者
の
御
研
鎖
の
今
後
益
々
の
御
発
展

を
お
祈
り
し
、
且
つ
拙
文
に
於
い
て
犯
し
た
で
あ
ろ

う
多
く
の
誤
解
、
非
礼
に
対
し
て
切
に
御
寛
恕
を
乞

う
次
第
で
あ
る
。
　
（
A
5
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定
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